
「東日本大震災心のケア」シンポジウム１

あのとき福島であったこと，

いま福島でおきていること

－福島県中通りのあの日から１年11ヶ月－

日 時 ： ２月９日（土）14:00～17:00

場 所 ： 神戸大学大学院人間発達環境学研究科大会議室

講 演 ： 高橋美代子 先生（福島県立福島高等学校養護教諭)

森 紀子 先生（福島県立福島南高等学校養護教諭)

東日本大震災は，地震と津波により大きな被害を広い地域に与えただけなく，東京電力福島第一原子力発電

所事故による放射線汚染をも引き起こしました。東日本各地はいろいろな被害を受け，今まさに復興へ向けて進

行中であると報じられています。我々は阪神淡路大震災を経験した地域大学の一員として，長期的な支援を目指

しながら，昨年より福島県中通り地域（福島市，二本松市，郡山市，白河市など奥羽山脈と阿武隈高地に挟まれ

た南北に細長い地域)の養護教諭の方々と交流を行ってきました。その中で気づかされたことは，阪神淡路大震

災とは異なる影響を人々に与えていること，すべての被災地の状況が報道されている訳ではなく，特にこの地域

について我々が知らなさすぎることでした。長期的支援を考えていく上で，その被災地の状況とそこで求められて

いる支援を知ることは重要であると考えられます。そこで，今回我々はいろいろな被害を受けている福島県の中で

中通り地域に注目し，どのような被害を受け，人々とりわけ高校生や保護者がどのような思いで生活しているかを

お二人の先生から報告していただき，この地域のあのときといまを知り，どのような支援が求められているのかを

考えていきたいと思います。どなたでもご参加いただけます。多くの方のご参加をお待ちしております。

東日本大震災心のケアプロジェクト 齊藤誠一・吉田圭吾・森岡正芳

ご参加お申し込み

２月６日(水)までに「シンポジウム1／参加される方のお名前(複数名可)／ご連絡先」をお書きの上，

shinsai@people.kobe-u.ac.jp 宛にメールか， (078)803-7707 宛にファックスでお申し込み下さい。

お問合せ先

e-mail: shinsai@people.kobe-u.ac.jp ／電話・ファックス： (078)803-7707齊藤誠一研究室

このシンポジウムは，神戸大学大学院人間発達環境学研究科学術シンポジウム，
神戸大学創立110周年記念事業として
開催されます。


